
第四回留学報告書 
明⽯晃⼀ 

はじめに 

　セントアンドリュース⼤学医学部の明⽯晃⼀です。早いもので⼆学期も終わり、
⽬まぐるしいスピードで丸⼀年が過ぎ去りました。現在は既に夏季休暇に⼊ってお
り、⽇本には戻らずイギリスに残り、読書をしたり次の年度のプログラミングコン
ペティションに向けての練習をしたり、はたまたいつものようにピアノを弾きに
⾏ったりして静かに暮らしています。以下、いつもの形式にて今学期の振り返りを
します。 

学習 

　前学期は、総じて医学における凡ゆるトピックのイントロダクションという⾊が
強く、内容の統⼀性が薄いという点ではやや勉強計画が⽴てづらいという印象を受
けましたが、今学期に⼊ってそれも変わり、⼀つずつのトピックを深く掘り下げて
いくスタイルにシフトした故、道筋が⽴てやすいと感じました。以下はそのうちい
くつかの例です。 

 



　⼀枚⽬の週で⾔うと、腫瘍学やそれに絡めた遺伝学の内容が主となっています。
⼆枚⽬の週は、下肢の解剖に関する内容です。学期全体で⾒ても、カバーされてい
たのは上記の解剖学や腫瘍学、遺伝学と⾎液学などが主であったように感じられま
した。このうちどの分野も別の分野との関連性を意識してモジュールが組まれてい
るのか、ある講義で学んだ内容が別の時間の講義に登場するということが多々あ
り、⾃分の中で知識を⽴体的に構築することが出来たと思います。 
　試験はいずれも前学期の形式と同様であった為、対策も⽴てやすく効率的に学習
に励むことが出来ました。セントアンドリュースの成績評価は1-20の20段階です
が、⼀学期が16、⼆学期が15とほどほどに悪くない成績をキープすることが出来、
他のこととの時間のバランスも取れており、精神的に余裕のある⽣活を送ることが
出来たと思います。 
　今学期学んだ内容は、⽐較的知識ベースで、短時間に多量の内容を頭に詰め込む
というもので、学期を終え少し時間が経った時はそれらがしっかり定着しているの
かということに些か不安を覚えましたが、夏季休暇に突⼊し医学関連の本を渉猟す
る中で「あっ！これ今学期やったやつやんけ！」ということが多々あり、それらの
知識を⽂脈ベースで復習することが出来、結果として満⾜出来る学習成果を得られ
ていると受け取っています（ここ最近だと、遺伝や⽩⾎病、⿇酔等に関する書物を
読みました）。読書そのものについては、医学とコンピューターサイエンス（主に
サイバーセキュリティーやアルゴリズム関連）のトピックを交互に読んでいるた
め、飽きることなく楽しく量をこなし続けています。 
　次にCSの話題です。昨年の夏にソサエティの仲間たちと⽴ち上げた独⾃のプ
ラットフォームであるSt Andrews Online Judgeにて、四⽉に賞⾦付きの⼤規模なコ
ンテストを開催しました。たまたま開催⽇が四⽉⼀⽇になってしまい、告知をして
も「本当か？」と疑われてしまい、釈明に時間を要しました。計⼗問を出題し、そ
のうちの⼋問の執筆を担当しました(https://staoj.vercel.app/past-problems)。ソサエティ
の規模も徐々に拡⼤していく⼀⽅、学期中は思ったより⾃分⾃⾝のスキルアップに
時間を割くことが出来ていなかった為、夏季休暇を利⽤して⼀気に取り返していき
たいと思います。来たる⼗⽉には、昨年出場したUKIEPCという全英⼤学リーグが
あり、去年の結果も決して悪いと⾔うほどではなかったものの、今回はリベンジと
して更にはるか上の順位を狙っていきたいと思います。またその次の北西ヨーロッ
パ地区予選も⼗⼀⽉に控えているので、⼤学代表チームの⼀員として、そちらでも
実⼒を発揮できるよう⼒をつけていきたいです。 

https://staoj.vercel.app/past-problems


⽣活 

勉学以外の多くの時間はやはり⾳楽の時間でした。実は医学部の同期の友⼈（ヴァ
イオリニスト）と共に、五⽉はじめにクラシックのコンサートを主催しました。 

 

 



　これは本当にいきなりの医学部同期の友⼈からの提案で、⾃分はピアノはずっと
個⼈で弾き続けてはいたものの、コンサートを⾃分で主催するなんてしたことがな
いし、⼈前でまともに演奏するのもおそらく⼩学校の卒業式で伴奏をしたくらいな
のが最後だったので、最初は⼤いに腰が引けましたが、せっかくの機会なので挑戦
してみることにしました。まさかプログラムやポスターまで⾃分で作ることになる
とは。曲も当時練習中だったモーツァルトのピアノソナタをそのまま発表⽤として
転⽤することになり、残りは⾼校時代に弾いていたバッハのフランス組曲、そして
⼤急ぎでヴァイオリンとのアンサンブル曲としてクライスラーのロンディーノを仕
上げました。結果は総じて⼤成功で、場所を貸してくださったセントアンドリュー
スの教会も⼤変美しいところで、夢のような経験をすることが出来ました。コン
サート⾃体も⼤変好評だったので、次回は再び⼗⽉ごろに第⼆弾を開催予定です。
次の演⽬はシューベルトのピアノソナタの他、前回と同じくカナダ出⾝のヴァイオ
リニストの医学部同期とクライスラーから何か⼀曲（未定）、スウェーデン出⾝の
別の医学部同期の⼦とヘンデルの歌唱曲、そしてアメリカ出⾝で経済学専攻のフ
ルーティストの⼦とはバッハのフルートソナタを演奏することになっており、現在
進⾏形で練習を進めているところです。 
　 

最後に 

　この⼀年の経験は、学習の⾯でも⽣活の⾯でも⼈⽣の中で最も輝いているもので
あったと思います。どれを取っても、イギリスに渡る前の⾃分が想像しうる将来の
可能性として感じていたものをはるかに超えており、そのような出来事が毎⽇のよ
うに起きている中⽴ちくらみがしております。イギリスの⼤学の医学部⽣として得
られる学問の機会とその質は⾔うまでもなく別格であり、またその外でも映画の主
⼈公のような経験が⽇常を彩っています。最後にはなりますが、このような夢のよ
うな経験への切符を下さった船井財団の皆様に、厚く御礼申し上げます。 


